


いわき市の放射能汚染と分断
（福島県いわき市）

　自宅の前の空間放射線量、1.0、0.24、0.44、0.18マイクロシーベルト。いわき市の公式発
表の空間放射線量は0.08と0.17マイクロシーベルトです。
　普通のお宅の生け垣の葉っぱは2万bq/kg。自宅からゴミ集積所に移動するだけで、本当なら
法律違反です。今も、殆どの家庭が法律違反をさせられてます。そして、それらのゴミは一般の
ゴミとして、焼却されてます。
　今現在、いわき市内の瓦礫の一部焼却の実験を行っているところです。
　いわき市では、年間100ミリシーベルトまで、放射線を受けて安全。食品は500bq/kgまで、
少量しか食べないキノコ類は1500bq/kgまで安全だと、いわき市の放射能低減アドバイザーは
私の質問に答えました。
　さて、学校の校庭の土は平均で、0.3マイクロシーベルト/h以上ないと土の表土除去は行いま
せん。部分的に2.4等、高線量の部分があることを学校に伝えても、国で指定された測定器では
ないので、対応出来ないと回答されました。
子供達はマスクも先生方の監視もない中、校庭を走り回っています。
　残る手立ては自分で防御するという事しか残されてないのですが、これも難しいです。いわき
市は安全というのが、大前提にありますので、個人的に外での活動を自粛させると、二学期に入っ
て、娘のクラスの子供達から、外活動の自粛と弁当持参を理由としたイジメが起こりました。学
校への対応をお願いすると、クラスのイジメた子供達への指導は一切なく、私が安全であるとい
う指導を受けました。
　原発事故により、大地を汚され、心配することも許されません。今まで積み上げてきた全ての
ものを捨てなければならない、将来の夢は将来の身体の不安に変わりました。
　今命があるだけです。自主避難とはそういう事です。
　九州が瓦礫受け入れをするということは、もれなく、放射能も受け入れるということです。安
全というでしょう。でも、本当に安全でしょうか。
　私が見てきた事がきっと北九州市でも起こります。公式発表と実際に測った数値は違います。
公務員は文書を読むだけです。学校の指導者は子供を守ってはくれません。
のらりくらりと言葉をかわし、回答は用意されたものをただ読むだけです。
　先日の北九州市長の言葉はいわき市長が話している内容と非常によく似て
いました。
　どうか、九州各地の皆さま、自分の頭で考えて下さい。それだけです。
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